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市民だまし財政危機煽る

ど
う
み
る
橋
下
市
政「
改
革
」

　

橋
下
大
阪
市
長
が
発
表
し

た
「
市
政
改
革
プ
ラ
ン
」

は
、「
敬
老
パ
ス
有
料
化
」

や
「
総
合
健
康
診
査
（
が
ん

・
歯
周
病
健
診
な
ど
）
廃

止
」
を
は
じ
め
、
３
年
間
で

４
８
８
億
円
（
プ
ラ
ン
案
で

は
３
９
９
億
円
に
縮
小
）
も

の
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
市
民
向

け
施
策
や
事
業
費
カ
ッ
ト
を

打
ち
出
し
た
。

　

「
市
政
改
革
」
の
理
由
と

し
て
、
市
の
財
政
は
毎
年

「
５
０
０
億
円
の
収
支
不
足
」

を
挙
げ
る
。

　

こ
れ
に
は
ウ
ソ
と
ご
ま
か

し
が
あ
る
。
平
松
前
市
政
で

も
、「
２
０
１
８
年
ご
ろ
ま

で
収
支
不
足
が
生
じ
る
」
と

し
て
い
た
が
、
そ
の
額
は
年

間
１
０
０
億
円
程
度
だ
っ

た
。
橋
下
市
長
に
な
っ
た
途

端
に
、
５
０
０
億
円
と
言
い

だ
し
た
。
こ
れ
に
は
カ
ラ
ク

リ
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
な

ら
「
収
入
」
に
含
ま
れ
て
い

た
「
土
地
売
却
収
益
」
な
ど

の
「
補
て
ん
財
源
」
を
計
算

か
ら
外
し
て
、「
収
入
の
範

囲
」
を
小
さ
く
見
せ
る
操
作

が
行
わ
れ
て
い
る
。
大
阪
市

は
八
百
数
十
カ
所
、
甲
子
園

球
場
の
約
80
倍
に
相
当
す
る

遊
休
地
を
所
有
し
て
い
る
。

従
来
か
ら
、
こ
れ
ら
を
計
画

的
に
売
却
し
て
い
て
、
年
間

百
数
十
億
円
が
入
っ
て
く
る

の
に
、
こ
れ
を
収
入
か
ら
除

い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
会
計
上
収
入
が

減
る
操
作
も
行
っ
て
い
る
。

市
の
職
員
の
退
職
手
当
債
の

会
計
処
理
の
変
更
で
あ
る
。

　

橋
下
市
長
は
福
祉
な
ど
市

民
施
策
を
ぜ
い
た
く
に
や
り

す
ぎ
て
い
る
こ
と
が
「
財
政

危
機
」
の
原
因
で
あ
る
か
の

よ
う
に
印
象
づ
け
る
が
、
事

一
般
企
業
で
は
退
職
引
当
金

を
積
み
立
て
て
退
職
金
を
支

払
う
が
、
自
治
体
の
場
合
は

起
債
を
し
て
支
払
い
、
後
年

度
に
な
ら
し
て
返
済
す
る
。

橋
下
市
長
は
退
職
手
当
債
を

認
め
な
い
と
し
た
。
そ
の
年

の
退
職
金
を
そ
の
年
の
収
入

だ
け
で
支
払
う
形
に
す
れ

ば
、
支
払
い
が
不
足
す
る
こ

と
に
な
る
。

実
は
そ
う
で
は
な
い
。
最
大

の
原
因
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に

つ
き
進
ん
だ
阿
部
野
再
開
発

事
業
の
失
敗
の
ツ
ケ
を
い
ま

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
で
あ
る
。
阿
倍
野
再
開
発

事
業
の
借
金
返
済
で
市
が
補

て
ん
す
る
額
は
２
０
３
３
年

ま
で
に
計
２
２
０
０
億
円
。

今
後
の
10
年
間
で
そ
の
返
済

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
そ
の
気

に
な
れ
ば
、
横
浜
市
な
ど
で

も
や
ら
れ
て
い
る
「
公
債
償

還
基
金
」
を
活
用
す
る
な
ど

の
財
政
運
営
を
工
夫
す
れ
ば

方
策
は
あ
る
。
大
阪
市
が
借

金
返
済
の
た
め
に
積
み
立
て

て
い
る
「
公
債
償
還
基
金
」

は
約
４
千
億
円
に
達
し
、
積

立
額
が
取
り
崩
し
額
を
上
回

り
、
今
後
も
増
加
の
見
通
し

で
あ
る
。
こ
の
基
金
か
ら
一

時
的
に
借
り
入
れ
て
、
財
政

状
況
が
好
転
す
る
10
年
後
以

降
に
計
画
的
に
返
済
す
れ
ば

問
題
は
な
い
。

　

な
ぜ
、
こ
ん
な
ウ
ソ
と
ペ

テ
ン
で
市
民
を
ご
ま
か
し
て

ま
で
、
福
祉
を
削
ろ
う
と
す

る
の
か
。
こ
れ
は
都
構
想
と

関
係
し
て
い
る
。
都
構
想

は
、
24
区
の
特
別
区
を
九
つ

の
特
別
行
政
区
に
し
て
、
市

民
が
納
め
る
税
金
の
う
ち
４

割
を
都
が
吸
い
上
げ
る
計
画

で
あ
る
。
市
民
施
策
に
は
こ

れ
ま
で
の
財
源
の
６
割
し
か

使
え
な
く
な
る
。
都
に
な
っ

た
と
き
に
、
特
別
行
政
区
で

も
や
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、

今
の
大
阪
市
と
い
う
形
態
の

中
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
水
準

を
６
割
程
度
に
落
と
す
狙
い

が
あ
る
。

黒
字
の
地
下
鉄
を

売
却
推
進

　

橋
下
市
長
は
市
民
犠
牲
を

押
し
付
け
る
一
方
で
、
市
民

共
有
の
財
産
を
大
企
業
へ
切

り
売
り
を
計
画
し
、
真
っ
先

に
上
が
っ
た
の
が
、
地
下
鉄

民
営
化
だ
。
大
阪
市
の
地
下

鉄
は
年
間
２
５
０
億
円
ぐ
ら

い
の
黒
字
を
出
し
て
い
る
優

良
企
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

民
営
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
民
間
に
売
却
を
求
め

る
関
西
財
界
の
要
望
に
こ
た

え
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
を

一
番
、
主
張
し
て
い
た
の
は

京
阪
電
鉄
。
こ
の
４
月
に
は

京
阪
電
車
の
子
会
社
の
京
福

電
鉄
の
副
社
長
を
大
阪
市
交

通
局
長
に
任
命
し
、
強
力
に

進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
大
阪
駅
に
近

く
、
甲
子
園
球
場
の
12
倍
の

広
さ
が
あ
る
柴
島
浄
水
場
を

売
り
と
ば
す
計
画
も
あ
る
。

　

結
局
、
最
終
的
に
何
を
や

ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
言

え
ば
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も

の
に
二
重
行
政
や
ム
ダ
と
い

う
レ
ッ
テ
ル
を
張
っ
て
、
つ

ぶ
し
て
売
り
と
ば
す
。
そ
う

や
っ
て
、
開
発
の
土
地
作
り

を
促
進
し
て
い
く
こ
と
に
一

番
の
狙
い
が
あ
る
。

　

橋
下
市
長
は
世
界
か
ら

「
人
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
を
呼

び
込
ん
で
「
都
市
間
競
争
」

に
勝
つ
と
い
う
「
成
長
戦

略
」
を
描
き
、
都
構
想
だ
、

改
革
だ
と
言
い
な
が
ら
、

「
な
に
わ
筋
線
」「
淀
川
左

こ
の
土
地
を
更
地
に
し
て
売

っ
た
ら
７
０
０
億
円
と
言
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
施
設

の
取
り
壊
し
に
４
０
０
億
円

か
か
る
う
え
、
別
の
浄
水
場

に
配
管
を
付
け
替
え
る
の
に

３
３
０
０
億
円
が
か
か
る
。

こ
ん
な
採
算
が
合
わ
な
い
話

は
な
い
。

　

他
に
も
、
森
ノ
宮
の
清
掃

工
場
、
大
阪
府
庁
の
あ
る
大

手
前
の
土
地
を
は
じ
め
、
大

学
、高
校
、図
書
館
、体
育
館
、

病
院
な
ど
、
府
や
市
が
持
っ

て
い
る
も
の
を
売
り
と
ば
し

て
い
く
動
き
を
見
せ
て
い
る
。

岸
線
延
線
」「
関
空
リ
ニ

ア
」
な
ど
の
「
大
規
模
型
」

「
呼
び
込
み
型
」
の
開
発
を

推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
ベ
イ
エ
リ
ア
で
は
咲

洲
、
舞
洲
、
夢
洲
と
い
っ
た

人
工
島
づ
く
り
を
促
進
し
な

が
ら
一
大
リ
ゾ
ー
ト
施
設
を

誘
致
し
、
そ
の
中
心
が
カ
ジ

ノ
だ
と
言
っ
て
い
る
。

暴
走
を
市
民
の

共
同
で
押
し
返
す

　

橋
下
市
長
は
昨
年
12
月
の

着
任
か
ら
、
も
の
す
ご
い
ス

ピ
ー
ド
で
「
改
革
」
を
行
っ

て
い
る
と
マ
ス
コ
ミ
で
も
言

わ
れ
て
い
る
。
市
役
所
ぐ
る

み
選
挙
な
ど
大
阪
市
役
所
の

な
か
で
の
腐
敗
ぶ
り
を
口
実

に
、「
公
務
員
改
革
」
を
打

ち
出
し
、
憲
法
違
反
の
「
思

想
調
査
」
で
あ
る
「
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」
や
「
職
員
基
本

条
例
」
で
物
言
わ
ぬ
公
務
員

づ
く
り
を
す
す
め
て
い
る
。

「
公
務
員
は
市
民
に
対
し
て

命
令
す
る
立
場
」（
４
月
の

新
規
職
員
発
令
式
）
な
ど
と

述
べ
、「
市
長
の
顔
を
見
て

仕
事
を
す
る
の
が
当
然
」

（
３
月
市
議
会
）
な
ど
と
言

い
放
っ
て
い
る
。

　

確
か
に
、
橋
下
「
改
革
」

は
急
発
進
・
猛
ス
ピ
ー
ド
で

は
あ
る
が
、
ブ
レ
ー
キ
と
ハ

ン
ド
ル
の
き
か
な
い
暴
走
車

で
あ
る
。
市
民
が
望
む
方
向

へ
行
か
ず
、
真
逆
の
方
向
へ

と
進
ん
で
い
る
。
い
ま
必
要

な
の
は
、
こ
う
し
た
方
向
で

は
な
く
、
市
民
が
望
む
方
向

で
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
で

あ
る
。
市
民
の
暮
ら
し
を
ガ

タ
ガ
タ
に
し
、
大
阪
市
を
解

体
し
て
し
ま
う
。
こ
ん
な
こ

と
は
絶
対
に
食
い
止
め
る
た

め
に
、
幅
広
い
市
民
の
皆
さ

ん
と
共
同
し
て
運
動
し
て
、

押
し
返
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。

　

橋
下
徹
大
阪
市
長
は
６
月
27
日
、
大
阪
市
「
市
政
改
革
プ
ラ
ン
素
案
」
を
一
部
修
正
し

た
市
政
改
革
「
プ
ラ
ン
案
」
を
取
り
ま
と
め
た
。
市
民
施
策
の
削
減
額
は
素
案
の
４
８
８

億
円
か
ら
減
っ
た
も
の
の
３
９
９
億
円
も
の
巨
額
で
あ
る
。
協
会
が
北
山
良
三
氏
（
同
市

会
議
員
、
共
産
）
を
講
師
に
行
っ
た
橋
下
市
長
の
市
政
「
改
革
」
を
考
え
る
学
習
会
（
６

月
９
日
）
で
の
北
山
氏
の
講
演
要
旨
を
紹
介
す
る
。

大阪市をよくする会
福井朗事務局長の話
民意受け止めるべき
　パブリックコメントには２万8399件
もの意見が寄せられ、そのうち反対意
見が94％を占めた。短期間にこれだけ
の反対の声が広がったのは初めてだ。
学童保育では34万筆超の署名を集め、
補助金廃止の撤回を勝ち取った。橋下
市長は260万市民からすれば反対意見
はごくわずかいうが、この最新の民意
をしっかり受け止めるべきだ。
　市長は、市民の声を無視しごくわず
かの手直しで、７月議会に「プラン
案」を提出した。議会では選挙の時に
は維持すると言っていた敬老パスなど
廃止案は大きな争点になる。議会が閉
会する28日まで、様々な団体と力を合
わせて、プラン案を撤回させる運動を
広げていきたい。

「市政改革プラン案」の主な内容分野別

事業の削減、見直し内容 削減額 実施
年度

福祉・医療・老人
敬老パス有料化（年3000円１
回50円） 42億1000万 2013

上下水道料福祉措置（減免）
の廃止 56億2000万 13

総合健康検査（歯周病・がん
検診など）廃止 １億3700万 13

国民健康保険料 ７億6700万 13
子育て・若い世代
新婚世帯家賃補助の新規募集
停止（2018年度廃止） 42億8500万 12

保育士配置基準緩和で１歳児
保育特別対策廃止 ８億9900万 13

保育料軽減見直し（市民税非
課税世帯から徴収） １億5000万 13

学校給食協会交付金削減（食
材運送費の保護者負担） １億2000万 13

地域活動
地域福祉活動推進の社会福祉
協議会交付金削減 ４億6600万 12

地域の要支援者見守りネット
ワーク推進員補助廃止 ３億6500万 13

地域生活支援ワーカー数の削
減 ３億3300万 13

老人憩いの家運営助成削減 5500万 13
施設
屋内プール統廃合（24⇒９ケ所）12億2300万 14
市民交流センター廃止 10億3300万 14
生涯・市民学習センター廃止 ５億2800万 14
スポーツセンター統廃合
（24⇒18カ所） １億9000万 14

男女共同参画センター（クレ
オ）廃止 ４億5600万 14

公共バス
コミュニティー系赤バス運営
補助削減 10億7300万 13

文化
大阪市音楽団廃止（職員を全
員分減免免職した場合） １億円 14

大阪フィルハーモニー協会・
文楽協会への補助金削減 2400万 12

全
世
代
に
わ
た
る
施
策
切
り
捨
て

収
支
不
足
５
０
０
億
の
ウ
ソ

開
発
の
ツ
ケ
を
市
民
に
転
嫁

都
構
想
実
現
へ
サ
ー
ビ
ス
落
と
す

巨
大
開
発
推
進
の
財
源
づ
く
り
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